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第３学年国語科学習指導案

指導者 小林 恵

１ 単元名 二 大事なことをたしかめよう 読む・書く

２ 教材名 「すがたをかえる大豆（せつめい文）」「食べ物はかせになろう/本で調べる」

３ 単元の目標

○身近な食べ物についての知識を得るとともに興味を広げる。

○中心となる語や文、段落相互の関係に注意して文章を読む。

○本での調べ方を知り、身近な食べ物について調べ、分かりやすくまとめて友だちと交流す

る。

４ 単元について

（１）児童の実態

男子２２名女子１１名 計３３名の、明るく活動的な児童の多い学級である。休み時間には外

に出て元気に遊ぶ姿が見られる。一方で読書を好む児童も多い。学習・生活アンケートでも「わ

たしは、読書をすることが楽しい。」という質問に、全員が「そうです」「ほぼそうです」と答

えている。４月当初、落ち着きがなく話を聞く態度があまり良くなかった。そのため大切な内容

をうっかり聞き漏らしてしまうなどの失敗が多かった。また、最後までじっくりと話を聞くこと

ができずに自分の考えを話し始めてしまう場面が多くみられた。そこで１学期は「話を聞く態度」

を育てるため、静かになるまでは話を始めない、誰かが話している最中の発言は認めないなどの

取り組みを行って、話を聞くことの大切さについて考えるようにした。２学期に入り話を聞く態

度は少しずつよくなってきていると思われる。また、学級活動の話し合いの時間などを利用して、

話し合いの進め方や意見の発表のしかたについて練習をしてきた。意見を発表する話し方につい

ては少しずつ身についてきているが、友だちの意見と自分の考えを比べたりして話すことはまだ

苦手のように思われる。全体的に掲示物から情報を得ようとしたり大切なことをメモしたりしよ

うとする意識が低い。より多くの情報を自分のために得、それをよりよく活用していこうとする

気持ちを持たせていきたいと考えている。

（２）教材について

本教材は身の回りにあふれている大豆やその加工食品について書かれており、内容的に児童に

とって身近なものである。また大豆の加工食品は、見ただけでは大豆からできているとは思われ

ないものも多く、児童は意外性を持って新しく発見することができる。さらに説明文教材として

も、段落構成やキーワード等も明確で読み取りの学習対象としても適切である。そこでまずは読

む活動をしっかりと行い、その上で「食べ物はかせになろう」の活動を展開していく。調べ学習

では、友だちをびっくりさせるような新しい発見をすることを目標に取り組ませる。また発表会

で友だちからの質問に自信を持って答えられるように、児童一人一人が理解を深めるようにする。

発表会に向けては「発表するとき」「聞くとき」のポイントについても確認して発表会に臨みた

い。具体的には、「話し方のヒント！～こんな話し方をしてみよう～」を掲示して、スムーズに

自分の考えを発表することができるようにしたい。個人で調べ学習を進めるが、同じ内容を調べ

る児童も出てくると思われる。その場合は適宜情報交換をするように話し、調べ学習においても

友だち同士で話し合う機会を持つようにしたい。また発表会でも、同じ内容についての発表を聞

いたら、必ず自分の発表する（した）内容と比較し、質問したり意見を言ったりできるようにし

ていきたい。
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５ 指導と評価の計画（１７時間扱い 本時１７/１７）

次・時 学習活動 評価の観点 備考

１ ○「すがたをかえる大豆」を読む

1 ・全文を読み、大豆を使った食品を確か 関 大豆をおいしく食べる工夫に

める。一読した感想を書く。 ついて、関心を持って本文を読ん

でいる。（観察）

2 ・新出漢字・難解語句の確認をする。

3 ・全体を９つの形式段落に分ける。作者 読 大豆を食べる工夫について、

の問題提起を読み取る。（形式段落① 一つ一つの段落を読み、正しく読

②の読解） み取っている。（ワークシート）

4 ・おいしく食べる工夫と食品を教材文を

もとに確認する。（形式段落③～⑦の

読解） 読 段落構成を読み取り、「初め

5 ・全体を「初め」「中」「終わり」の３ ・中・終わり」の大きなまとまり

つに分ける。 を理解している。（ワークシート）

6 ・それぞれの段落の小見出しを考え、文

章の構成を確認する。

２ ○調べたい食べ物について情報を集める。

7 ・最後に、食べ物はかせ発表会をするこ 関 調べたい食べ物と事柄を決め、

とを知る。 意欲的に調べ学習を進めようとし

・「食べ物はかせになろう」を読み、調 ている。（観察）

べ学習の進め方について確認する。

8 ・調べたい食べ物や調べたいことなどを

決める。

9～ 11 ・調べ学習をして、集めた情報を情報カ 関 調べる内容に適した本を選ん

ードに書き込んでいく。 だり、インターネットを活用した

りして情報を集めている。（観察）

書 大事なことを情報カードに書

いている。（情報カード）

３ ○発表原稿を作る。

12 ・情報カードを整理する。 関 情報カードを関連づけてまと

めようとしている。（情報カード）

書 まとまりごとに文章を書き、

13・14 ・それぞれの情報カードのまとまりごこ 発表原稿を作っている。（発表原

とに文章を書き、発表原稿を作る。 稿）

４ ○食べ物はかせ発表会を開く。

15 ・発表原稿をもとに発表の練習をする。 関 発表の練習を意欲的に行って

いる。（観察）

16・17 ・食べ物はかせ発表会を開く。 話す・聞く 調べたことを発表し

たり、友だちの発表を聞いたりし

ながら、自分の考えを深めようと

している。（観察・発言）
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６ 本時の学習（１７／１７）

（１）日時 平成２２年１１月２９日（月）５校時

（２）場所 第３学年 教室

（３）本時の目標

・調べたことをわかりやすく発表し、友だちからの質問に答えることができる。

（話す・聞く）

・友だちの発表を聞いて自分の意見を発表することができる。（話す・聞く）

（４）展開

時 学習活動 ○教師の支援 ☆評価 備考

５ １ 前時の確認をする。 ○前時の発表会を振り返り、発表するときの

注意点などを確認する。

５ ２ 本時のめあてを知る。 ○本時のめあてを確認させる。

・調べたことをわかりやすく発表したり、友だちからの質問に

答えたりしよう。

・友だちの発表を聞いて、自分の意見を発表しよう。

３０ ３ 発表会をする。 ○会を進行して話し合いをスムーズに進めら ・発言のしか

れるようにする。 たの例示

○友だちからの質問に答えられないでいる ・発表原稿

児童には、質問の内容を噛み砕いて伝える。

○たくさんの児童が意見を発表できるように

する。

☆調べたことを発表したり、友だちの発表を

聞いたりしながら、自分の考えを深めよう

としている。（観察・発言）

５ ４ 発表会のふり返りをする。 ○発表会ふりかえりカードを配り、記入させ ・ふりかえり

る。 カード
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７ 授業後の反省

（１）発表時の児童の様子について

・全体的に発表原稿がよく書けていて、発表の内

容が自分のものになっている発表が多かった。調

べ学習のうちから児童が意欲的に学習していたこ

とがわかる。友だちから出された質問にも答える

ことができていた。

・「話し方のヒント！」を使ったことで話し方の

流れを覚え、自信を持って発表することができた。

大きな声で発表することができた児童が多かっ

た。

・発表のために実物を用意したり絵を描いたりし

ていたことが、発表を分かりやすくする工夫になっていた。また掲示資料が見やすく、発表を邪

魔しない程度にシンプルに描かれていたことがよかった。

（２）発表を聞く児童の様子について

・発表を聞きながらメモをとるなど、児童がとて

も集中していた。友だちの発表を一生懸命聞こう

とする様子が見られた。

・分からないことはすぐに質問してみるという雰

囲気がよかった。また、友だちの発表に対して自

分の言葉で意見を言うことができていた。

・友だちの発表を聞き、自分の発表と比べたり、

つけ足したりしながら意見を言うことができた。

それによって発表内容の理解が深まる場面もあっ

た。

（３）その他

・全員が自分の意見や質問を発表しようという意欲を

持って授業に望めていた。それまでの調べ学習や発表

原稿作りの中で、発表内容が自分の中でより深まり、

自信を持つことができたからだろうと思う。意欲的に

取り組むことで理解も深まり、さらに児童の興味関心

が深まっていくという、いい循環が見られたことはよ

かった。

・「話し方のヒント！」は発言の仕方について学ぶた

めに有効だった。今後も様々な場面で活用していくこ

とで、話し方が身についていくだろうと思われる。

・教師の評価をどういう場面で行うか、さらに研究し

ていく必要がある。
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８ 参考資料
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